










要約 

出生直後の呼吸窮迫症候群(RDS)の診断の為の臨床検査法を確立すべく,肺サーファクタン

トアポ蛋白 A(SP-A)の 2 種のモノクローナル抗体を用いたサンドイッチ EIA 法によるキッ

トについて検討した。 

羊水抽出 SP-A を standard とした検量曲線では 1μgまで測定可能であった。 

成人の気道吸引液に血液や胎便を添加してそれらの測定への影響を見たところ,血液は

50%までの添加は問題無かったが,胎便は遠沈除去しない限り免疫反応を抑制した。 

出生後 24 時間以内に採取した気道吸引液について検討したところ,RDS 例では 5μg/m1 以

下であったが、同胎齢の非 RDS例や満期産非 RDS 例ではほぼ 5μg/m1 以上の SP-Aを検出し

た。従って,本キットは微量検体で短時間に RDSの診断が行える臨床検査として有用である

と結論された。 


